
す
は
宮
腰
の
往
来
は
、
今
一
宮
ム
古
道
巡
り
に
て
・
源
平
合
殺
の
持
永

以
前
よ
り
の
古
道
右
り
し
を
、
務
草加
三
世
中
納
言
利
常
卿
の
時
・
今

の
芭
逃
陀
付
替
を
命
ぜ
ら
れ
、
並
松
を
縦
士
し
め
ら
れ
た
り
と
ぞ
。

金
揮
官
民
志
巷

廿

大

絶
聞
な
く
、
貨
に
幅
般
の
地
な
る
を
以
て
、
矢
口
と
総
す
る
な
ら
ん

か
。
亀
尾
記
に
は
、
此
の
町
端
を
世
人
矢
口
と
俗
開
削
す
る
は
、
宮
腰
・

大
野
等
の
者
ど
も
金
源
町
へ
入
る
口
な
る
ゆ
ゑ
に
、
家
口
の
剛
山
に
て

ゃ
ぐ
ち
と
都
す
る
か
。
泉
町
の
入
口
も
女
子
等
之
を
間
口
と
い
ふ
が

如
し
。
此
地
は
金
調
陣
H
K
の
運
漕
・共
往
来
貨
に
烈
し
き
事
・凡
そ
三

州
に
て
第
一
也
。
自
他
の
産
物
交
易
の
運
送
皆
此
一
路
よ
り
な
す
ゆ

主
、
街
頭
の
茶
庖
多
し
。
と
い
へ
り
。
今
後
宇
る
に
、
和
訓
裂
に
、

出
雲
風
土
犯
に
、
越
畠
八
口
-一中
川畑。

と
見
h
た
る
八
日
は
、
八
術
た
ど

い
ふ
が
如
く
、
八
簡
の
入
口
成
る
べ
し
。
延
菩
式
一
脚
名
阪
K
・
出
雲

閣
大
原
郡
八
口
一
例
枇
あ
り
と
い
へ
り
。
き
れ
ば
宮
腰
口
町
端

E
ゃ
ぐ

ち
と
い
ふ
も
八
口
に

τ、
八
簡
の
入
口
成
る
よ
し
友
ら
ん
か
。
武
訓
蹴

図
荏
原
郡
矢
口
波
の
矢
口
は
・
い
か
左
る
よ
し
に
て
の
名
に
や
o
n正

も
若
し
く
は
八
口
の
な
よ
り
起
れ
る
地
名
放
。
新
聞
義
興
の
竹
器
良

衡
に
歎
か
れ
て
死
せ
し
日
間
な
る
ゆ
ゑ
、
共
の
名
祉
に
高
し
。

O
宮
腰
往
還

，、

門
が
著
述
の
三
笠
記
在
り
。
此
の
三
登
記
各
八
に
云
ム
。
元
利
成
年

の
頃
は
.
刑
制
興
右
衛
門
と
云
ふ
者
.
石
川・
河
北
岡
郡
裁
許
被
m
仰
付
↓

或
は
云
ム
。
此
の
石

E
設
し
来
れ
る
小
壁
、
此
の
石
裂
け
た
る
を
以

て
・
骨
面
倒
叶
の
筋
め
此
の
石
上
に
座
し
て
自
滅
す
と
云
ム
。
と
あ
り
。

卒
女
云
ム
。
右
自
註
に
引
詮
せ
し

一
牲
と
い
ふ
は
・
山
田
四
郎
右
街

今
此
の
石
の
あ
る
所
に
て
共
の
組
首
捌
け
落
ち
、
共
の
鈴
も
破
裂

す
。
因
り
て
共
の
袋
訟
き
を
以
て
、
今
の
所
に
築
櫛
し
置
く
と
在
り
。

玉
泉
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に
仮
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せ
ら
る
h
時
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能
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よ
り
宮
腰
治
部
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般
に

て
遮
部
し
古
都
ら
し
む
る
天
然
他
形
を
伽
ふ
る
脊
石
な
り
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然
る
に
、

り
次
第
に
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之
を
城
中
よ
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回
遊
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細
を
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き
、

今
の
直

道
を
作
ら
せ
ら
る
。

上
監
は
今
校
内
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下
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は
別
刷
奥
方
術
門
と
一宮

ふ
。
文
今
此
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道
傍
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大
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と
枕
す
る
石
は
、
出
品
永
十
一
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に

州
芯
帥
世
教
鈴
考
陀
云
ふ
。
元
利
三
年
丙
反
、
今
年
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宮
山
川
問
問
右
術
門

主
監
と
し
て
・
金
府
の
官
道
街
巷

E
改
定
し
て
橋
梁
を
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官
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還
の
支
路

E
殴
し
亡
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直
道
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僚
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な
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討
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。
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山
品
開
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按
宇
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宮
腰
路
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下
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紡
火

E
制服
宮
、
夫
よ

ziO今 iξtせ
嬬願集寺町 朽I亡l。U い し子茂り 主主上十天た悉も年中

へ告 白を 共志i主Ij(~ め 杉蹄イ松言 鈴酢1
'株

元
奥りは ‘ K 州 は

く 襲

級

。此
iE

す
l
世己

2
詰位を
2 

制 K 
と大 の vJ1 一 三

j

年
L

上炎 亡

官

也 あ野霊地 ま 悶任枇僚に し 信 、
よ。 り

O湊
F
最ll:

I
風
Zit

tEO し 称の宛院紀 、松御

来りり 加中明毘l
刷殿

枇地

今 ‘ 
門下

し鏑 御 御 11武 術l任 章
出

zbk

佐
Jを あ

俄初
し去起

最、木右勤諮悩11iせし 寄越i
迄
働!lk

iE 理皇室 tz聖
H質鞠問す目撃重量

香
ム

島僻
顕署

を
‘ 

尉 し ;j;)J杭不兵
。 、 ぅ

星等級共願板差是火

揮岡
官; 再主主管治新悉信ーに綜起焼失 陀

高 問陀輿 2 品くが駐依 祁!
、せ せ 綾城た りに仕由 り

町 組 務しき し つ 亡 へ りては 、繁

畠に 土地よるし 裂。 、 、 前1'
初響一 額局並石葉。 一雪;:t>慮 ・来然 北長 z耐地之
てと の話夫

JA
1lB

、 ‘ 草刺
i
のる野因。及

建 云
石 地 君主文 時 K の村とび之

底立t. ~ _. I'C 11J tc.株主E ・天泣本あ二
、{仕

官黒

也事伊事移す
と復 の ら兵正 胤馬り十

卒 、 。 宇古比に火五を所。タ天

端町橋中 矢
Oの 市中安しり。御務内三 O友のこと六保

下 江・ 小 笠 宮 る地年い用十
はよ

尉を
l

腕ま
町生八姓 通紀藤ぺ溶六へ悠 四

Eτ り 溢品目太庁膏主i b k ロ しに月るに年
鹿 町 口 町り念'夫 鹿 可

a
町長低減本

E 
今

の端 端つ ら た見八野文端 家問 、 の

来壁ま とるんり知太夫事遊主総
地

主村公 地

ですにか。 しり 三 町 儀へ
に の る随 よてを ・年 て紋U1T 移

て型
がひ町し 、何 夜の

た震蹴
の場時

如け陥見 山 者 K

語首御

室

長

り 極 t 
表 るはねの し財l

初番聖 し
し・正英た脚畠L Y3k 故之- た

z
ま
P

z
と一

て のりと伺1 ・jjJjらあ
。時。云ん

願ま控主;と
i

。

Eん り
俗 延代此ふー か

1荘 。

を 1<: 貨 に の 他太芝

E

入

E 
へ 寺 。可 接

矢 の よ 刀下 年とす=

遜び口
金り時代 1図良却リJ ・ 向 此もぁと 代 il世る

と 様
l
割て の人 箇被放 の り摘せに

-呼 主主宮 1.;. て腰 1也 て 要 た

I
荷
車

馬
1<

べ にへ腰り i阜口・ へ K り三
り はり 口 とひ石 移此 、 。
o

。す町高
てぬ端町川 勝の平日筒屋

此 深追追けに郡 せ時保岡版
のの 三陸々に廻たて之 し此十日可の

金
滞
古
蹟
芯

~ 
i~ 

O 




